
自分が自分でいられる場所 

友だちと青春を楽しむ場所 

特定非営利活動法人つはさの丘 
放課後等デイサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

春日井市大手町３丁目１９番地３ 

（大手小学校南西に１分） 

TFL/FAX 0568（90）6453 

 

ホームページ http://tsubasaclub.com/ 

Eメール nakamanoibasho@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかまのいばしょの理念 

少年から青年に育つ時期、子どもたちが自らの力

で成長するのはどんな時間か？場所か？仲間か？そ

れは自らの五感（前庭覚＝体の揺らぎの感覚や固有

受容覚＝関節の動きの感じなどを合わせると七感）

を使って動き、物に働きかけ、感じ、感動する活動を

しているときです。障がいを持っている持っていな

いにかかわらず、放課後は自己形成にとって大事な

時間です。自分の意志で過ごす自由な時間、自由な空

間、選べる仲間の「３つの間」が必要です。特に過ご

す場所や仲間に制約がある子たちに「じぶんが自分

でいられるいばしょ」と「仲間といっしょにいてよか

った」と思える活動を私たちは提供します。日々の憩

い、楽しさ、感動、充実感とともに、社会に出るため

の身辺自立活動、人付き合い、マナーを、そしてしな

やかに生きる術をかちとってもらいたい、子どもた

ちの「自己実現の場に」なることを目指して運営しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかまのいばしょを利用するには 

各市の「障害福祉サービス」の受給者証が必要

です。手続きは次のとおり 

１．各市の障がい福祉課の窓口に「デイを使い

たい」と申請します 

２．「サービス等利用計画案」を作ります 

  利用計画を作る相談支援事業所に依頼 

３．「サービス等利用計画案」を市の窓口に提出 

４．支給決定・受給者証が交付されます 

５．受給者証をもとに「なかまのいばしょ」契約

〜利用開始 

手続きには何週間かの時間がかかります。手

続きの取りかかりはお早目に。詳しくはなかま

のいばしょまでお問い合わせ、ご相談ください。 

スタッフについて 

管理者・児童発達支援管理責任者 

理事長、日本福祉大学卒、社会福祉士、保育士、

ポーテージ初級認定相談員 

指導員 

常勤２名、非常勤職員２名。介護福祉士、教員資

格者や、障害福祉分野の支援経験豊かなスタッ

フが豊かな放課後作りにサポートします 

http://tsubasaclub.com/
mailto:nakamanoibasho@gmail.com


                                                         

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学校のある日のスケジュール 

授業終了 学校にお迎え（又は保護者の方の送り、自力で来所） 

15：30 学校から帰ってきたらそれぞれおやつ 

15：50 はじめの会：今日の予定お知らせ、活動を選ぶ 

16：00 個人の活動を選ぶ or小集団活動（音楽、アート、ゲームほか） 

 

 

 

 

（子どもたちやスタッフの発案でほかにも「○○部」ができるかも。） 

公園に行く、仲間とゲームをする、おしゃべりを楽しむ、図書館、スーパ

ー、コンビニ、駄菓子屋さんで買い物など 

17：00 かたづけ、そうじ 

17：10 おわりの会 

17：15 車でお家へ送り 

学校のない日のスケジュール（夏・冬・春休みと振替休校日など） 

（9：00～延長支援の子のケア時間 手続きが必要です） 

10：00 開所～午前の活動・遊び（室内・公園） 

10：20 朝の会 

10：30 メインの活動、個人の活動 

 

 

 

11：15 ほっとタイム（自由時間、交流時間） 

12：00 お弁当（コンビニやナフコに買い物にいく人もいるでしょう） 

13：00 外出プログラム 

水族館、科学館、博物館、動物園、プラネタリウム、アスレチック、プール、カ

ラオケ、トランポリン、ザリガニ釣りほか 

15：00 おやつ 

17：00 片付け、掃除 

17：10 おわりの会 

17：15 お家へ送り 

放課後等デイサービス 

「なかまのいばしょ」のまなざし こんなことをモットーにしていきます。 

☆子どもたちが仲間の中で「自分の時間を過ごしに来る」視点を大事にします。 

☆一人ひとりの感覚の偏りを見定めて、視覚支援や環境設定など、分かりやすく心地よい見通しづけ、

活動設定、声掛けをします。 

☆発達を「社会性」「言語」「身辺自立」「認知」「運動」の領域ごとに育ちを細かく見定め、小さな一歩

を確実にする支援をします（ヴァインランド適応行動尺度・ポーテージプログラム）。 

☆公園や図書館など地域に遊びに行き、積極的に地域社会との交流・体験をする活動をします。 

☆定型発達の世界に適応させることだけでなく、子どもたちが感覚・世界観を音楽や絵画など 

表現する活動を重視し、取り巻く人たちと楽しみ喜びを共感し合える活動をします。 

ギター部 （中高生対象）毎週第２土曜日９：００～12：00（集中練習） 
「ギターをひいてうたえたらいいな」、「なかまといっしょにバンドができたら
いいな」そんな子があつまってかつどうしています。 

月曜日 

ギター部 

 

アート 

活動 
パソコ

ン活動 
レク・スポ

ーツ活動 

金曜日 

クッキング部 

個人活動 

自分のや

りたいこ

とや自主

的ホッと

タイム 

月曜日 

ギター部 

金曜日 
クッキング 

個人活動 

 

室内のようす 全員が集ま

って活動で

きるホール。 

靴を脱いで

ゆったりで

きるまった

りルーム 

おやつなどの

クッキングを

する調理室 

ギターやキー

ボード、パソコ

ン、絵の具など

部活動の備品

があります 

手芸クラ
フト活動 アート 

活動 

パソコ

ン活動 

手芸クラフ

ト活動 

レク・スポ

ーツ活動 


